
事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 4

4 6

1 2

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 41400 救急医療対策事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 地域医療対策費

市長公約
款 衛生費 個別分野 医療

項 保健衛生費 施策概要 救急医療体制の充実

Ｈ31目標

目的
・市民が休日夜間に急病になった時に受診できる医療体制を整え、安心して暮らせるよ
うにする。

概要

・休日診療所の開設（日・祝・年末年始、医科及び歯科）
・在宅当番医制・病院群輪番制病院（久美愛厚生病院、飛騨市民病院）への運営費の助成
・救命救急センター（高山赤十字病院）への運営費等の助成
・２４時間電話医療相談の実施や救急早見表の配布などによる適正な救急医療受診の啓発

「安心して医療を受けられる環境が整っている」と感じてい
る市民の割合

(H26)
60.6％

63.6％ ↗

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 102,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

137,255 133,465 133,465 31,411102,722 101,384 431

特定財源

国費　（ 

102,107 100,953 102,054

その他（ 保健衛生費受託事業収入　他 34,818 34,651 34,695

県費　（ 

34,695 33,508

86,267 86,267 18,908

△ 1,143 35,006 47,198 47,198 12,503

67,876 1,574 102,249一般財源 67,289 66,302 67,359 68,027

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

休日診療所の運営 17,315 16,422 16,788 17,456 16,787 365 17,358

２４時間電話医療相談 2,415 2,415 3,000 3,000 2,468 53 3,000

在宅当番医制・病院群輪番制病院運営費助成 42,078 42,078 41,906 41,906 41,906 △ 172 41,977

救命救急センター運営費等助成 39,659 39,639 40,000 40,000 40,000 361 40,000

第三次救急医療機関設備整備に対する助成

・休日の救急医療の確保は、市民がいつでも安心して医療を受けられる環境整
備のため重要であり、今後も休日診療所を継続する。
・救急医療施設の運営支援については、市民が安心して暮らすための基本であ
り、引き続き事業を実施する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

30,800 心臓カテーテル検査機器整備に対する助成

H29完了予定

事業実績

・休日診療所開設状況
　　医科　６９日開設　利用者数　１，４１７人
　　歯科　５２日開設　利用者数　　　　８５人
・救急医療機関（二次、三次）の利用者数　２０，８１２人
・２４時間電話医療相談の利用件数　３，８７６件

事業実績

・休日診療所開設状況
　　医科　６９日開設　利用者数　１，２６６人
　　歯科　５２日開設　利用者数　　　　９２人
・救急医療機関（二次、三次）の利用者数　２０，２９３人
・２４時間電話医療相談の利用件数　２，９１６件

担当課
予算要求
ポイント

・休日診療所の管理運営に必要な経費を計上
・中核病院の救急医療体制整備に必要な経費を計上

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・市が休日診療所を開設することにより、救急医療施設が患者の重症度に応じた対応を行うことができ
た。
・市民が安心して救急医療を受けられる環境整備に寄与した。

評価等
・市が休日診療所を開設することにより、救急医療施設が患者の重症度に応じた対応を行うことができ
た。
・市民が安心して救急医療を受けられる環境整備に寄与した。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・休日の救急医療の確保は、市民がいつでも安心して医療を受けられる環境整
備のため重要であり、今後も休日診療所を継続する。
・救急医療施設の運営支援については、市民が安心して暮らすための基本であ
り、引き続き事業を実施する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 4

4 6

1 1

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・市内中核病院に対し医師確保や医療機器整備等に対する助成を実施
　　市内中核病院常勤医師数　　　　９０名
　　市内中核病院臨床研修医師数　１４名

事業実績
・市内中核病院に対し医師確保や医療機器整備等に対する助成を実施
　　市内中核病院常勤医師数　　　　８８名
　　市内中核病院臨床研修医師数　１４名 担当課

予算要求
ポイント

・医師確保のための環境整備に必要な経費を計上

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・市民が安心して地域医療を受けられる環境整備に寄与した。 評価等 ・市民が安心して地域医療を受けられる環境整備に寄与した。
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・市内中核病院の医療体制の支援については、ヒアリング等を実施しながら、実
態に応じた助成を行う

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

　三次周産期医療支援事業 4,500 2,816 10,200 10,200 9,174 6,358 10,000

・地域医療の充実に関する施策の新規・拡充を検討すること

三次周産期医療機関の医師確保に対する助成

・市内中核病院の医療体制の支援については、ヒアリング等を実施しながら、実
態に応じた助成を行う

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

0 8,400

2,000

H29完了予定

　臨床研修医・看護師等募集支援事業 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 0

　院内保育事業運営 8,300 7,169 7,900 7,900 7,169

　病院設備整備 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 0 10,000

　医療確保支援事業 80,000 80,000 80,000 80,000 80,000 0 80,000

　臨床研修支援事業 18,000 14,000 16,000 15,332 14,000 0 17,000

査定額 説明

医師確保等支援事業

一般財源 123,279 116,306 104,222 103,554

個票枝番 主な事業内容

22,358 22,348

98,870 98,870 △ 5,352

22,348 29,010 29,010 6,652

100,318 △ 15,988 128,538

県費　（ 特定財源

国費　（ 

123,279 116,306 126,580

その他（ 飛騨高山ふるさと基金繰入金 22,358

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 130,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

128,538 127,880 127,880 1,300125,912 122,666 6,360

目的
・市民が良質で適正な医療サービスを受けることができるよう医療体制の確保と充実を
図る。

概要
・市内中核病院の非常勤医師の確保、高度医療機器の整備、院内保育の運営、臨床研修医の募集等に対する助成
・三次周産期医療機関の医師確保に対する助成

「安心して医療を受けられる環境が整っている」と感じてい
る市民の割合

(H26)
60.6％

63.6％ ↗

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 地域医療対策費

市長公約
健康診断の受診率の向上を目指した取り組みや、地域医療の高度化・充実を目
指した取り組みを積極的に進めます。

款 衛生費 個別分野 医療

項 保健衛生費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 41410 医師確保等支援事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画
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主要事業個票（平成29年度予算、平成28年度決算）

□ □ 1

□ □ 4

☑ 1

□ 4

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H27決算（Do・Check）　H28.8時点 （千円） [参考] H28当初予算(Action)　H28.3時点 （千円） H28決算（Do・Check）　H29.8時点 （千円） H29当初予算（Action）　H29.3時点 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

☑ □

事業名 41410 医師確保等支援事業費

区分

H28新規 H29新規

予算

会計 一般会計
担当課 市民保健部　医療課

H28拡充 H29拡充 款 衛生費

枝番・内容 1 三次周産期医療支援事業
その他重要事業 項 内線 2802

目 地域医療対策費 作成年月 H29.8

保健衛生費

目的 ・三次周産期医療機関（高山赤十字病院）における分娩体制を維持するため、医師の確保を図る 概要 ・三次周産期医療機関が実施する医師の確保に必要な経費について、臨時的に関係市村と県が連携して支援する。

予算額

当初 0 予算額 当初 10,200 予算額 当初 10,000

主な経費 産婦人科専門医に係る経費（人件費、宿日直手当等）
補正等 4,500 補正等

予算額

当初 10,200

繰越

主な経費 産婦人科専門医に係る経費（人件費、宿日直手当等）

繰越

最終 4,500 最終 10,200

決算額 2,816 決算額 9,174

対前年度増減額（当初予算） △ 200

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 10,200 対前年度増減額（決算） 6,358

[事業実績]

・県内の医療機関から常勤産婦人科医師１名の招聘

[評価]

・産婦人科の指導医を確保することができた。

[事業内容]

・産婦人科専門医に係る経費（人件費、宿日直手当等）の補助

[事業実績]

・県内外の医療機関から常勤産婦人科医師２名を招聘

[評価]

・産婦人科の指導医を確保し、飛騨地域において安心して出産するため
の 三次周産期医療体制を整備することができた。

[事業内容]

・産婦人科専門医に係る経費（人件費、宿日直手当等）の補助

[スケジュール] [スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

・本事業は、H29までの事業で
あるため、H29で完了する。

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H29完了予定 H30完了予定

・事業を検証し、県や関係市村
と継続を検討する。

維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H28完了 H29完了
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
1 4

4 6

1 1

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

□ □

□ □

□ □

□ □

□ ☑

☑ □

事業実績 ・久美愛厚生病院施設整備に対する助成を実施 事業実績 ・久美愛厚生病院施設整備に対する助成を実施
担当課

予算要求
ポイント

・中核病院整備のための環境整備に必要な経費を計上

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・市民が安心して地域医療を受けられる環境整備に寄与した。 評価等 ・市民が安心して地域医療を受けられる環境整備に寄与した。
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・久美愛厚生病院施設整備を図るため引き続き支援を行う。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・当初の予定どおり平成２９年度で完了する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

久美愛厚生病院建設事業補助金 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 0 200,000

一般財源 200,000 200,000 200,000 200,000

個票枝番 主な事業内容

200,000 200,000 0200,000 0 200,000

県費　（ 特定財源

国費　（ 

200,000 200,000 200,000

その他（ 

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 200,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

200,000 200,000 200,000 0200,000 200,000 0

目的
・市民が良質で適正な医療サービスを受けることができるよう医療体制の確保と充実を
図る。

概要 ・久美愛厚生病院施設整備に対する助成

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 地域医療対策費

市長公約
健康診断の受診率の向上を目指した取り組みや、地域医療の高度化・充実を目
指した取り組みを積極的に進めます。

款 衛生費 個別分野 医療

項 保健衛生費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 41415 中核病院整備費助成事業費 予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
3 4

1 6

1 1

1

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・診療所開設状況
　【医科】
　　延べ診療日数　　　 １，３２９日
　　延べ利用患者数　３０，２７４人
　【歯科】
　　延べ診療日数　　　 　　３３９日
　　延べ利用患者数　　２，０６１人

事業実績

・診療所開設状況
　【医科】
　　延べ診療日数　　　 １，３２０日
　　延べ利用患者数　２９，６５７人
　【歯科】
　　延べ診療日数　　　 　　３１４日
　　延べ利用患者数　　１，３２９人

担当課
予算要求
ポイント

・直営診療所の管理運営経費

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・直営診療所の適正な運営を図ることにより、地域住民のいつでも安心して医療が受けられる環境整備
に寄与した。

評価等
・直営診療所の適正な運営を図ることにより、地域住民のいつでも安心して医療が受けられる環境整備
に寄与した。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・老朽化している診療所・医師住宅の修繕など環境整備を行うとともに、南高山地
域（久々野・朝日・高根）の診療体制を検証し、継続可能な医療体制の提供を検
討する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・老朽化している診療所・医師住宅の修繕など環境整備を行うとともに、南高山地
域（久々野・朝日・高根）の診療体制を検証し、継続可能な医療体制の提供を検
討する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

県へき地診療所等医師派遣事業負担金 1,250

査定額 説明

診療所の管理運営等 84,631 74,499 74,836 74,836 68,222 △ 6,277 59,627

一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容

72,446 66,891

0 0 0

△ 7,608 64,013 60,487 60,487 △ 11,959

0 0 0

県費　（ へき地医師研修支援事業補助金 2,390 2,390 1,331 1,331 564 390 390 △ 2,000特定財源

国費　（ 

84,631 74,499 74,836

その他（ 診療収入　他 84,631 74,499 72,446

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 200,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

64,577 60,877 60,877 △ 13,95974,836 68,222 △ 6,277

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る

概要
・医療及び介護サービスの提供
・予防接種、健診事業の実施
・上記事業を実施するための施設管理、施設整備

「安心して医療を受けられる環境が整っている」と感じてい
る市民の割合

(H26)
60.6％

63.6％ ↗

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 一般管理費

市長公約
款 総務費 個別分野 医療

項 総務管理費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 11100 一般管理費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
3 4

2 6

1 1

1

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

□ ☑

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績 ・超音波診断装置（清見）、Ｘ線デジタル画像診断システム（荘川、栃尾）など医療用機器を更新 事業実績
・一般Ｘ線撮影システム（栃尾）、解析付心電図（清見、久々野）、電子内視鏡システム（荘川）など医療用
機器を更新
・医事一体型電子カルテシステムの導入（全診療所） 担当課

予算要求
ポイント

・医療用機器の維持管理に必要な経費を計上
・医療用機器の更新

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・医療機器の保守点検を実施し、安全性の確保と故障の未然防止を図ることができた。
・効果的な診断が行える医療機器を導入することにより、地域住民のいつでも安心して医療が受けられる
環境整備に寄与した。

評価等

・医療機器の保守点検を実施し、安全性の確保と故障の未然防止を図ることができた。
・効果的な診断が行える医療機器を導入することにより、地域住民のいつでも安心して医療が受けられる
環境整備に寄与した。
・電子カルテの導入により、患者サービスの向上、医療の質の向上や安全確保を図ることができた。
・今後は診療所間のネットワーク化などの検討が必要である。

財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・計画的な医療機器の更新や保守点検の実施により、安心・安全な医療サービス
の提供の充実に努めていく。
・電子カルテの導入により、患者サービスの向上、医療の質の向上や安全確保を
図る。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・地域医療の充実に関する施策の新規・拡充を検討すること。

・計画的な医療機器の更新や保守点検の実施により、安心・安全な医療サービス
の提供の充実に努めていく。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

電子カルテ導入 33,900 33,572 33,048 33,048

査定額 説明

医療用機械器具の購入 10,000 9,763 10,000 10,283 10,283 520 10,000

一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容

54,700 49,360

0 0 0

37,209 25,585 19,850 19,850 △ 34,850

0 0 0

県費　（ へき地診療所整備事業費補助金 5,000 4,498 5,000 5,000 4,968 470 4,455 5,000 5,000 0特定財源

国費　（ 

21,730 16,649 59,700

その他（ 診療収入　他 16,730 12,151 54,700

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 200,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

30,040 24,850 24,850 △ 34,85059,700 54,328 37,679

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医療用機器の維持管理及び更新

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医療用機械器具費

市長公約
健康診断の受診率の向上を目指した取り組みや、地域医療の高度化・充実を目
指した取り組みを積極的に進めます。

款 医業費 個別分野 医療

項 医業費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 21100 医療用機械器具費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画
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主要事業個票（平成29年度予算、平成28年度決算）

☑ □ 3

□ □ 2

□ 1

□ 1

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H27決算（Do・Check）　H28.8時点 （千円） [参考] H28当初予算(Action)　H28.3時点 （千円） H28決算（Do・Check）　H29.8時点 （千円） H29当初予算（Action）　H29.3時点 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 21100 医療用機械器具費

区分

H28新規 H29新規

予算

会計 国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）
担当課 市民保健部　医療課

H28拡充 H29拡充 款 医業費

枝番・内容 1 電子カルテ導入
その他重要事業 項 内線 2802

目 医療用機械器具費 作成年月 H29.8

医業費

目的
・直営診療所におけるカルテを電子化することで、患者サービスの向上、医療の質の向上や安全
確保を図る。

概要 ・直営診療所に電子カルテを導入する。

予算額

当初 予算額 当初 33,900 予算額 当初 0

主な経費

0

補正等 補正等 △ 328
予算額

当初 33,900

繰越

主な経費 医事一体型電子カルテシステム

繰越

最終 最終 33,572

決算額 決算額 33,048

対前年度増減額（当初予算） △ 33,900

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 33,900 対前年度増減額（決算） 33,048

[事業内容]

・６か所の直営診療所（出張診療所を除く）に電子カルテを設置
　　設置場所　受付・診察室・処置室

[事業実績]

・６か所の直営診療所に電子カルテを設置
　　設置場所　受付・診察室・処置室

[評価]

・全ての診療所で大きなトラブルなく運用が開始でき、患者サービスの向
上、医療の質の向上や安全確保を図ることができた。

[事業内容]

[スケジュール]
　H28.11月に稼働開始

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H29完了予定 H30完了予定

・出張診療所での運用について
研究する。

維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H28完了 H29完了
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
3 4

2 6

1 1

2

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・注射器等の医療用消耗品の購入
・白衣等被服の購入

事業実績
・注射器等の医療用消耗品の購入
・白衣等被服の購入 担当課

予算要求
ポイント

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・必要な医療用消耗資機材の選定、計画的な購入、適切な在庫管理を行うことができた。 評価等 ・必要な医療用消耗資機材の選定、計画的な購入、適切な在庫管理を行うことができた。
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・患者の需要に応じた医療用消耗資機材の購入を適切に行うなど、安心・安全な
医療サービスの提供の充実に努めていく。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定

・患者の需要に応じた医療用資消耗機材の購入を適切に行うなど、安心・安全な
医療サービスの提供の充実に努めていく。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

査定額 説明

医療用消耗品の購入 7,000 5,629 7,000 7,000 5,927 298 7,000

一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容

7,000 5,927

0 0 0

298 7,215 7,000 7,000 0

0 0 0

県費　（ 特定財源

国費　（ 

7,000 5,629 7,000

その他（ 診療収入　他 7,000 5,629 7,000

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 200,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

7,215 7,000 7,000 07,000 5,927 298

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医療用消耗品、被服の購入

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医療用消耗機材費

市長公約
款 医業費 個別分野 医療

項 医業費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 21200 医療用消耗機材費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
3 4

2 6

1 1

3

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 21300 医薬品衛生材料費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医薬品衛生材料費

市長公約
款 医業費 個別分野 医療

項 医業費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る

概要 ・医薬品の購入（内用薬、外用薬、注射薬等）

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 200,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

36,000 36,000 36,000 △ 4,00040,000 23,891 △ 12,649

特定財源

国費　（ 

70,000 36,540 40,000

その他（ 診療収入　他 70,000 36,540 40,000

県費　（ 

40,000 23,891

0 0 0

△ 12,649 36,000 36,000 36,000 △ 4,000

0 0 0一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

医薬品衛生材料の購入 70,000 36,540 40,000 40,000 23,891 △ 12,649 36,000

・医薬品目削減の検討や定期的な在庫チェックの実施を継続して行う。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績
・全診療所　：　注射薬、外用薬の購入
・栃尾診療所　：　内用薬の購入
・荘川診療所　：　内用薬の購入（H27.8月まで）

事業実績
・全診療所　：　注射薬、外用薬の購入
・栃尾診療所　：　内用薬の購入 担当課

予算要求
ポイント

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・在庫管理を徹底し、共同発注及び後発品の積極的採用を行うことができた。 評価等 ・在庫管理を徹底し、共同発注及び後発品の積極的採用を行うことができた。
財務部
査定の
考え方

・要求どおり

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・医薬品目削減の検討や定期的な在庫チェックの実施を継続して行う。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H28完了 H29完了

H30完了予定
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事業シート（平成29年度予算、平成28年度決算）
3 4

2 6

1 1

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成29年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成27年度事業実績、評価等（Check）　H28.8実施 5.平成28年度事業実績、評価等（Check）　H29.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 21400 医療業務委託費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画

総合計画等　主な指標 Ｈ27実績 Ｈ28実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医療業務委託費

市長公約
款 医業費 個別分野 医療

項 医業費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医療業務の委託（医師派遣業務、検査業務、歯科診療業務等）

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 増減 査定額-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H27 H28 Ｈ29予算 実施計画額 200,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

40,993 40,060 40,060 11,12028,940 22,300 △ 2,630

特定財源

国費　（ 

28,980 24,930 28,940

その他（ 診療収入　他 28,980 24,930 28,940

県費　（ 

28,940 22,300

0 0 0

△ 2,630 40,993 40,060 40,060 11,120

0 0 0一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

医師派遣業務委託 3,120 3,840 3,080 3,080 1,736 △ 2,104 6,200

歯科診療業務委託 6,600 6,200 6,600 6,600 5,944 △ 256 16,000 荘川・高根・久々野・朝日歯科診療業務委託

検査業務等委託 19,260 14,890 19,260 19,260 14,620 △ 270 17,860

・引き続き採算性の向上のため、診療所間及び中核病院との連携を強化し効率
的で機能的な診療体制の充実に努めていく。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H29完了予定

事業実績
・医師、歯科医師への業務委託
・血液検査等の検査業務委託 事業実績

・医師、歯科医師への業務委託
・血液検査等の検査業務委託 担当課

予算要求
ポイント

・適切な医療の提供のために必要な経費を計上

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・市内中核病院に医師派遣業務及び高度医療機器を使用する検査業務委託等を行うことにより、診療体
制及び診療内容の充実を図ることができた。
・歯科医師会の協力を得ながら、へき地の歯科診療体制が確保できた。

評価等
・市内中核病院に医師派遣業務及び高度医療機器を使用する検査業務委託等を行うことにより、診療体
制及び診療内容の充実を図ることができた。
・歯科医師会の協力を得ながら、へき地の歯科診療体制が確保できた。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・引き続き採算性の向上のため、診療所間及び中核病院との連携を強化し効率
的で機能的な診療体制の充実に努めていく。
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